
本
委
員
会
は
１
月
24
日
所
管

事
務
調
査
を
終
了
し
た
。

日
程
第
１
　
毛
呂
山
町
・
越
生

町
・
鳩
山
町
障
害
程
度
区
分
判

定
等
審
査
会
共
同
設
置
規
約
の

規
約
変
更
の
件

障
害
程
度
区
分
判
定
等
審
査

会
は
、
介
護
給
付
費
等
の
支
給

に
関
す
る
障
害
程
度
区
分
の
審

査
及
び
判
定
を
行
な
う
目
的
で
、

毛
呂
山
町
・
越
生
町
・
鳩
山
町

の
３
町
で
、
規
約
を
結
び
共
同

設
置
し
て
い
る
。
新
た
な
法
律

が
公
布
さ
れ
た
た
め
、
会
の
規

「
２
月
１
日
開
催
」

①
全
町
公
園
化
・
遊
休
地
活
用

事
業
の
整
備
内
容
・
整
備
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

②
鳩
山
町
事
業
用
地
埋
蔵
文
化

財
調
査
費
補
助
金
交
付
要
綱

案
に
つ
い
て

③
鳩
山
町
が
管
理
す
る
町
道
の

構
造
等
の
基
準
を
定
め
る
条

例
、
外
２
件
の
制
定
・
改
正

に
つ
い
て

④
鳩
山
町
水
道
事
業
の
布
設
工

事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管

理
者
に
関
す
る
条
例
案
に
つ

総
務
産
業
常
任
委
員
会

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

い
て

①
に
つ
い
て
は
、
協
働
チ
ー

ム
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
書
を

も
と
に
関
係
各
課
で
協
議
し
作

成
し
た
「
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

表
」
の
内
容
説
明
を
受
け
た
も

の
で
す
。

②
は
、
企
業
誘
致
推
進
を
図

り
産
業
振
興
と
雇
用
の
拡
大
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
要
件

に
合
致
し
た
企
業
に
対
し
、
開

発
工
事
の
際
「
文
化
財
調
査
に

要
し
た
費
用
の
10
分
の
５
に
相

当
す
る
額
、
補
助
限
度
額
は
１

千
万
円
と
す
る
」
要
綱
案
で
す
。

③
に
つ
い
て
は
地
方
主
権
一

括
法
の
施
行
に
伴
い
、
町
の
道

路
構
造
基
準
な
ど
新
た
な
条
例

と
改
正
が
必
要
と
な
っ
た
た
め

説
明
を
受
け
た
も
の
で
す
。

④
の
内
容
は
現
行
の
「
布
設

工
事
監
督
者
の
資
格
基
準
」
で

は
資
格
の
取
得
が
困
難
な
こ
と

か
ら
本
町
独
自
の
「
水
道
技
術

管
理
者
た
る
資
格
を
有
す
る
者

で
鳩
山
町
水
道
事
業
に
１
年
以

上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を

有
す
る
者
」
と
い
う
基
準
を
付

加
す
る
も
の
で
す
。

以
上
、
質
疑
を
経
て
閉
会
し

ま
し
た
。

（
石
井
）

約
を
変
更
す
る
。

日
程
第
２
　
鳩
山
町
地
域
福
祉

計
画
見
直
し
の
件

平
成
25
年
度
中
に
町
策
定
の

「
地
域
福
祉
計
画
」
と
社
協
策

定
の
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

を
一
体
的
に
策
定
し
、
計
画
的

に
推
進
す
る
。

日
程
第
３

「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

ふ
く
し
プ
ラ
ザ
」
開
設
後
の
件

11
月
24
日
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

ふ
く
し
プ
ラ
ザ
」
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。
福
祉
の
拠
点
と
し
て
設

置
さ
れ
た
。

高
齢
者
の
誰
で
も
立
ち
寄
れ

る
サ
ロ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
拠
点
、
各
種
相
談
や
見
守

り
が
設
置
の
目
的
。

利
用
状
況
は
、
開
所
後
49
日

間
で
述
べ
９
９
２
人
。（

稲
垣
）

１
月
30
日
に
比
企
郡
町
村

議
会
議
長
会
主
催
の
研
修
が

リ
リ
ッ
ク
お
が
わ
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
豊
重
哲
郎
氏
（
鹿

児
島
県
鹿
屋
市
に
あ
る
柳
谷

自
治
公
民
館
長
）。

「
柳
谷
集
落
」（
通
称
や
ね

だ
ん
）
は
人
口
約
３
０
０
人
。

行
政
に
頼
ら
ず
に
、
地
域
の

人
が
自
ら
地
域
再
生
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

主
な
も
の
は

【
サ
ツ
マ
イ
モ
づ
く
り
】

休
耕
地
30
ア
ー
ル
か
ら
始

ま
り
、
後
に
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
ま
で
拡
大
。
約
１
０
０
人

が
参
加
し
80
万
円
の
純
益
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

【
わ
く
わ
く
運
動
遊
園
建
設
】

材
料
を
提
供
し
あ
っ
て
、

住
民
全
員
で
公
園
を
造
り

ま
し
た
。
業
者
に
発
注
し

た
の
は
電
気
工
事
の
み
だ

そ
う
で
す
。

【
焼
酎
や
ね
だ
ん
の
開
発
】

土
着
菌
を
使
っ
て
栽
培

し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
で
、
焼

酎
を
つ
く
り
ま
し
た
。

今
後
は
風
力
・
太
陽
光
発

電
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自

給
自
足
、
地
産
地
消
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
そ
う
で
す
。

「
人
づ
く
り
の
基
本
は
半

径
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
住
民

の
フ
ル
ネ
ー
ム
と
顔
を
覚
え
、

笑
顔
を
最
優
先
と
す
る
こ

と
」
だ
そ
う
で
す
。

地
域
の
人
が
自
ら
考
え
、

実
行
し
、
達
成
感
を
味
わ
う

こ
と
に
よ
り
、
人
の
思
い
が

つ
な
が
り
、
元
気
な
地
域
が

で
き
て
い
く
の
だ
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
。
地
域
再
生
の

ヒ
ン
ト
が
い
た
だ
け
た
気
が

し
ま
す
。

（
野
田
）

広域静苑組合
坂戸地区衛生組合
埼玉西部環境保全組合
毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合
西入間広域消防組合

合　　計
鳩山町一般会計当初予算額
鳩山町一般会計当初予算額に占める割合

一部事務組合負担金　当初予算額推移 （単位：万円）

Ｈ23
781
3135
2億365
1億5263
2億8810
6億8356
44億8400
15.2%

Ｈ24
767
2954
2億470
1億4682
2億8491
6億7367
46億6600
14.4%

Ｈ25
726
2576

1億9834
1億4264
2億8673
6億6075
43億1700
15.3%
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Ｎ
Ｔ
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地
域
再
生

〜
行
政
に
頼
ら
な
い
感
動
の
地
域
づ
く
り
〜

比
企
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会

前
号
119
号
11
ペ
ー
ジ
広
域
静

苑
組
合
の
記
事
に
間
違
い
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

・
越
生
町
、
毛
呂
山
町
、
鳩
山

町
で
構
成→

越
生
町
、
毛
呂

山
町
、
鶴
ヶ
島
市
、
鳩
山
町

で
構
成

・
加
入
申
請
書→

申
し
入
れ
書

お
詫
び
と
訂
正


